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海からの贈りもの 

諫早市立たらみ図書館だより 2023.9月号 

海からの贈りもの 

〒859-0406   
諫早市多良見町木床 2002 
TEL／0957-43-4611 
FAX／0957-43-4623 
ホームページ／

https://www.lib.isahaya.nagasaki.jp/ 

9

 

月 

【開館時間】 
火～木・土・日／10:00～18:00 
金／12:00～20:00 

【休館日】 
月曜日・第３木曜日・平日の祝日 

カレンダー 

9 月 13 日［水］・27 日［水］ 

時 間｜10：30～14：00（13：45ラストオーダー） 

ところ｜調理談話室  

希望が丘高等特別支援学校の生徒さんが授業

の一環として行うカフェです。 

パウンドケーキとのセットもあり、 

テイクアウトもできます。 

 おいしいどら焼きもありますよ♪ 

「Smile hope Café」(スマイルホープカフェ） 

入場 
無料 

◎ 視覚や聴覚に障がいがある方も一緒に鑑賞できるように作られた映画です 
◎ 主音声だけでは分からない動作や情景などを声で伝える“音声ガイド”が流れます 

日本語字幕・音声ガイド付き 
どなたも楽しめます 

日 時： ９月１５日（金） １４：００～１６：２０ 
ところ： たらみ図書館 海のホール 

定 員： １００名（先着順・申込不要） 
出 演： 谷原 章介・塚地 武雅 ほか 

映画 『ハンサム★スーツ』 
モテない人生を歩んできた琢郎だったが、ある日 着るだけで

ハンサムになれるスーツを手に入れ・・・ 

 

9 月 20 日［水］ 

時 間｜14：３0～（４0 分程度） 

ところ｜２F 研修室 

定 員｜１０人（申込不要）  

 

大人のためのおはなし会 

ウルトラクイズラリー実施中！ 

9月24日（日）
まで！！ 

ウルトラマン 
グッズが当た

るかも！？ 

※詳細は「諫早市美術・歴史館」HPをご覧ください。 

いろいろなテーマの本を紹介

します。新たな本との出会いを      

お楽しみに！ 



 

 

 

 

新しく入った本 

百年の子 古内 一絵／著  小学館    

明日花(28 歳)は、自社が出版する学年誌の歴史を調べるうちに、今は認知症の祖母が、戦中、学年誌の編集に関

わっていたことを知り…。戦中～令和の出版界を舞台に、子ども、女性、母親が人生を摑み取る姿を描く大河小説。 

水谷豊自伝    水谷 豊／著 他 新潮社 

おいたち、芸能界デビュー、最初の結婚、“蘭ちゃんさん”、「相棒」へ向かう前哨戦…。こんなに自分の過去を振り返

ろうとしたことは一度もなかった-。出演作の秘話から実人生の起伏、交友録まで語り尽くした初の自伝。  

「助けて」が言えない 子ども編    松本 俊彦／編  日本評論社    

ヤングケアラー、虐待、不登校、自傷、ゲーム依存…。様々な困難を抱えながらも容易に支援を求めない現代の中高

生に関わる大人、そして本人たちへのメッセージを収録する。『こころの科学』226号掲載を増補し書籍化。 

「名前が出てこない」「忘れっぽくなった」人のお助け BOOK  加藤 俊徳／著 主婦の友社    

最近、「あれっ、なんだっけ?」が増えていませんか? もの忘れがどういう理由で脳に起こり、それにどう対処し

ていけばいいかをわかりやすく解説。2 つ以上の脳番地が同時に使える「ながらエクササイズ」なども紹介する。 

ヨーロッパのカフェがある暮らしと小さな幸せ   Aya Kashiwabara／文・写真  リベラル社 

300 年に渡り人々の暮らしに寄り添ってきたヨーロッパのカフェ文化は、土地の歴史の生きた証。10 ケ国 14都市、

31のカフェを舞台に紡ぐ、珈琲と人生にまつわるささやかな物語。 

こどもとつくる!かんたん米粉おやつ   さよ／著    KADOKAWA 

3 ステップで完成するから、誰でもちゃんとおいしくできあがる! 季節の野菜やフルーツを使った、親子で一緒

に楽しめる米粉おやつのレシピを紹介。Instagram で人気のレシピも収録 

※本の紹介は TRC TOOLi より抜粋  

図書館員おすすめの本 

『あなたのための短歌集』 

作 者 名 木下 龍也／著 

出 版 社 ナナロク社 
 

 本書は、若手歌人木下龍也さんが依頼者からメールで送られてきたお題

に対し、その人のための一首を詠んで販売するという「短歌販売プロジェク

ト」で生まれた歌１００首からなる短歌集です。 

「頑張らなくていいと思えるような歌を」というお題には、「もがくほど 

しずむかなしい海だから力を抜いて浮かんでいてね」と詠まれています。 

お題には仕事の悩み、告白の後押し、家族との思い出など様々なものが

ありますが、その１つ１つに寄り添うような歌が収められています。 


